
令和８年３月 26日 

 

報道機関 各位 

 

国立国会図書館長からの礼状について 

 

いわき総合図書館は、国立国会図書館が運営する「レファレンス協同データベース事業」

に参加しています。本事業においては、特に貢献の著しい図書館に対し、国立国会図書館

長が毎年、礼状を送付しているところです。 

今回、いわき総合図書館が 14年連続で礼状を頂きましたので、お知らせします。 

 

１ 対象館 全国 72館  

（東北地区では、いわき総合図書館、秋田県立図書館、宮城県図書館、福島 

県立図書館、仙台市民図書館の５館が該当） 

（レファレンス協同データベース事業参加館 955館 ３/10現在） 

 

２ 「レファレンス協同データベース事業」について 

レファレンス協同データベースは、国立国会図書館が全国の図書館等と協同で構築し

ている、市民の皆様の調べ物をサポートするデータベースです。 

いわき総合図書館では、レファレンスサービス（質問回答サービス）で調査・回答し

た事例を、本データベースに登録しています。登録事例は、インターネット上で公開し

ているので、誰でも見ることができます。 

今回、いわき総合図書館の年間データ登録ポイントが 216ポイントおよび年間データ

被参照件数（アクセス数）が 417,811件となり、該当となりました。 

 

３ 登録事例 

・ いわき市役所が建てられた当時の建設予定地の様子や、植栽がわかる資料があれば

見たい。 

・ いわき市出身の親が、「朝ごはんにお茶漬けや雑炊など水分の多いご飯を食べると

転ぶ」と言っていた。その由来や、広まっている地域など文献があれば知りたい。 

など約 1,230事例 

 

【参考】対象館の選定基準 

以下の選定項目について、令和７年１年間でいずれかの基準を満たした館 

① 累積データ登録ポイント 新たに 1,000ポイント以上となった館 

または以後のポイントを累積し、2,000ポイント、3,000ポイント…に達した館 

② 年間データ登録ポイント 200ポイント以上 

③ 調べ方マニュアルの累積データ登録ポイント 新たに 50ポイント以上となった館 

または以後のポイントを累積し、100ポイント、150ポイント…に達した館 

④ 年間データ被参照件数（アクセス数） 380,000件以上 

 

【事務担当】 

いわき総合図書館 情報資料係  

電話 0246-22-5552 




